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廃蛍光ランプからの水銀回収

技術概要
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日本で最大の蛍光ランプのリサイクル業者におけるリサイクルプロセスは下図のとおりになりま
す。この施設では、施設に持ち込まれた廃蛍光ランプは、破砕・選別施設で前処理が⾏われ、ガラ
ス、⼝⾦、蛍光粉末に分別されます。⼝⾦は、アルミニウム資源として回収され、ガラスは洗浄し
製品化されます。破砕・選別及び洗浄プロセスの結果として発生する水銀スラッジは、水銀を蒸気
化し分離回収するために、多段焙焼炉（ヘレショフ炉）を⽤いて、600〜800度に加熱し焙焼処理さ
れます。水銀蒸気はその後、コンデンサータワーをとおり、冷却され、液状の水銀として回収され
ます。回収された水銀は、精製され、⾼純度の水銀として再使⽤されます。

蛍光ランプのリサイクルは、まず各パーツ（ガラス、蛍光粉末、アルミニウム等）
を分別し、その後に水銀を回収し、純度を⾼めるプロセスという流れになります。⼀般
的なリサイクルの流れは同じですが、詳細なプロセスについては各社とも異なる⽅法を
採⽤して実施しています。

⽇本における廃蛍光ランプのリサイクルシステムの例
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背景

水銀に関する水俣条約の第11条において、各締約国は、水銀廃棄物が環境上適正な⽅法で管
理されるように適切な措置を取ることが求められています。水銀が含まれた蛍光ランプやバッテリー
等の製品の不適切な取り扱いによって水銀による環境汚染が引き起こされないよう、可能な限り回収
して処理することが必要になります。しかし、元素である水銀は他の物質へ分解できる化合物と異な
り、従来の処理⽅法によって簡単に処理はできません。
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技術の利点・強み

日本の業者による水銀の回収率は極めて⾼く、これは蛍光ランプに含まれる水銀のほとんど
が環境に排出されないことを意味しています。また、回収された水銀の純度が⾼いため、水俣条約
で認められる⽤途において再使⽤することが可能になります。

⾼度な水銀回収率

水銀に加えて、このプロセスではアルミニウムやガラス等、様々
な物質のリサイクルを可能にします。回収されたアルミニウムはリ
サイクルされ、さらに水銀を除去した後の蛍光粉末からはレアアー
スが回収されます。ガラスは、蛍光ランプやグラスウールの製造に
利⽤されています。この⼀連のプロセスにより、水俣条約で求めら
れる環境上適正な管理 (ESM) を可能としています。

資源の有効利⽤

安全性の確保
ほぼ全てのプロセスが自動化されていますが、従業員の手作業を

必要とするプロセスでは、水銀の曝露を防ぐため、手袋や防護マス
クの着⽤が徹底されています。これにより従業員の安全が確保され
ています。
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海外への適⽤性

他国との協⼒の実績

様々な形状・サイズへの対応
蛍光ランプの処理施設では、環形、直管形、電球型蛍光ランプ、コンパクト型ランプ、冷陰極

蛍光ランプ等、あらゆる形状やサイズの蛍光ランプの投入が可能です（ただし、飛散防止の皮膜
があるものについては、皮膜を取り除くための手作業が必要になります）。

この蛍光ランプの処理⽅法は日本で既に⻑年の実績が
あります。さらには他国から蛍光ランプを輸入し、適切
なリサイクルを⾏うビジネスも⾏われています。輸入に
あたっては、「有害廃棄物の国境を越える移動及びその
処分の規制に関するバーゼル条約」の手続きを経て実施
されています。このような取組は、環境上適正な⽅法で
蛍光ランプをリサイクルする能⼒やインフラが備わって
いない国の環境対策にも貢献しています。
また、より効率的に蛍光ランプを日本に輸入できるよ

う、現地における蛍光ランプを減容化を目的として、日
本のリサイクル業者の協⼒で蛍光ランプ破砕機が導入さ
れたケースもあります。
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フィリピンに導入された
⽇本製の蛍光ランプ破砕機
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